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清田理事長からお祝いと叱咤激励を受ける Tさん 

 

ジョブメイト研修終了証 

 

 

 

 

 

 

 

当センターが最大の目標としているのは「利用者の就

労」です。2 月初旬には今年度初めてとなる就労者が

誕生しました。2月 29日には、スタッフと利用者全員

が参加した「就職を祝う会」を行いました。  

 就職が決定したのは 2014 年の 3 月末に特別支援学

校から入所してきたＴさん。毎日自宅から自転車で通

所し、休むことなく約2年間訓練を頑張ってきました。 

 今回の求人情報は昨年 10 月ハローワークより入手

し、当センターではＴさんをエントリー。1 月に求人

先で 1週間の実習が行なわれ、2 月に採用通知が届き

ました。就労先のＫ社はＴさんの自宅から近く、仕事

内容もＴさんの学校時代の経験が生かせることから、

Ｔさんにとっては最良の就労となりました。 

 就労を翌日に控えた T さんは「就職を祝う会」で、

「正社員になることを目指して、一生懸命頑張ります」

と力強くあいさつをしました。 

 

 

 2 月 17 日エスコアハーツ会議室で、当センターの

平成 28 年度通常総会を開催しました。今回初参加の

ノーリツ住設亀原社長他 10名が参加しました。 

 清田理事長が昨年 1 年間の活動を振り返り、就労

者・入所者共目標も達成できなかったが、企業、学校

そしてハローワークとの連携強化に注力してきた結

果実習者や見学者が増え、今年度は入所者目標を達成

できそうだとの報告をしました。 

 また今年度は、企業からの要望が高い就労後

の定着支援に力を入れていくこと、利用者の教

育のレベル向上を目指し、利用者個々との面談

や父兄との面談回数を増やすことを目指すと

の事業計画を説明しました。 

 山本理事は昨年度収支実績と今年度収支計

画について説明し、特に資源価格の下落による

分解単価のダウンや、昨年の就労者実績減によ

る助成金減など厳しい見通しを示しました。 

 参加者からは、昨年度初めて当センターが実

施した「直 Bアセスメント」の結果と今後の見通しに

ついての質問が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

厚生労働省では就労後の支援を強化するため、ジョ

ブコーチの育成に力を入れております。これまでも当

センターから就労した利用者に対しては、先方企業と

連携した支援を行ってきましたが、より積極的な支援

を行うため、厚労省が定めた機関が行う「ジョブコー

チ研修」にスタッフ１名を派遣し受講、このたび「訪

問型職場適応援助者（ジョブメ

イト）」が誕生しました。 

当センターでは今後ジョブメ

イトを中心に、就労先企業や地

域の支援機関と連携しながら、

就労した利用者の長期就労継続

を支援していきます。 
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